




































(SPOT-Ver. 1, 1990実施）が開発された．この SPOT-Ver.1と従来から筑波大学で使用してい
るプレースメントテスト（以後 PT)2との相関係数は， 0.82（総合得点）， 0.81 （文法得点）， 0.75 （聴
解得点）， 0.69 （読解得点）， 0.61 （漢字）で， SPOTは筑波大学の PTの文法得点，及び総合得点
と強い相関を示すことが分かった．そこで，この SPOTを日本語能力の測定に利用できるので




































































































法（Lado 1964），またデ、イクテーション（Oller 1971a; Savignon 1982等）やクローズテスト
(Taylor 1953; Oller et al. 1971b; Chappell et al. 1990等）のような言語能力を統合されたも
のとして測定する方法が研究開発されてきた. Lado以降， 'discrete-point’をチェックするテス
トが一般的であるが， Carroll(1961）にみられるような，統合した言語能力，運用力をみようと
する考え方‘integrativeapproach ’も注目されるようになり，‘communicativelanguage proι 
ciency’とか‘communicativelanguage ability’といった言葉が言語テスト論にはよく出てくる．













必要であると述べている．上記の 1)2）に対しては discrete凶point法が適当であろうし， 3）はど








































理論を応用して考案した. Caulfield et al. (1981）はスペイン語を学ぶ高校生を対象にクローズと
ともにノイズテストを実施し，アメリカ MLA(Modern Language Association Cooperative 
Foreign Language Tests）の結果との相関をとって，その高さを証明している5.


































































総得点 39.43 39. 25 30.05 
表 2 漢字能力と解答形式別 SPOTの平均値＊
上位 中位 下位
形式 1 SPOT (nニ 12) (n=18) (nニ 12)
漢字仮名交じり版 総得点 52. 67 34. 61 35. 58 
グループ
形式 2 SPOT (n=12) (n=18) (n=13) 
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最大の特徴がある． このテープの機能としては， 1）正答を与えること， 2）テープの速度で（同
時進行で）解答用紙の文を読み理解するという言語情報処理（すなわち即時的処理）を要求するこ
と，の2点が考えられる．このことが受験者にどのように影響するかを検討するために，フォー
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